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１ 研究開発課題  
 
幼小移行期において生活の発見と交流を通して問題解決を図り、しなやかで粘り強い思考力・

対話力・実行力を育み、「探究」を自律的に深化させる、幼小一体的な教育課程の研究開発 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１ 研究の全体図 
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教科･活動｢生活ひろば｣の開発と実践 

「探究」の自律的深化 

  

生活発見 

 ・なんでかな、 
ふしぎだな 

・○○ってなあに？ 
 

生活探究 

 
・どうなるのかな、 

  だからかな 

・○○をしらべよう 

  

生活交流 

 ・やってみよう、 
おしえてもらおう 

・○○をおしえてもらおう 
・○○をしょうかい 
しよう 
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２ 幼児教育と小学校教育の連携・接続に関する課題 
 
 生活科の創設から30年以上経ち、幼小連携の取組は国公立の園・学校を中心に定着しつつある。

現行の幼稚園教育要領や小学校学習指導要領において「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」が

示され、幼小の教員で共有し、幼小移行期の教育を充実させることが求められている。幼小間にお

いてカリキュラム連携を具体化、実質化させるために、５歳児から小学１年生までの２年間の架け

橋期における『幼保小の架け橋プログラム』が示され、その手引き等が提供されている。一方で、

園児による単発的な小学校訪問など形式的な連携にとどまり、本格的な普及が進まない現状がある。 

 その背景には、全国的に小学校は公立が多数を占め、校区の意識が高いのに対し、幼稚園等は私

学の園が多く、校区どころか自治体を超えて園児が通園することがあるだろう。卒園児の進学先は

いくつもの小学校に分散する。幼小連携の発達的教育的必要性は理解されていても方途が見つから

ず、幼小双方ともどの園や学校と連携を行うのか選択し難い。その影響もあり、単発的な交流にと

どめたり、園と小学校が別々にアプローチ・カリキュラムやスタート・カリキュラムを策定したま

まとなったりして、初等教育前半の本格的なカリキュラム連携には至りにくい。 

 幼小連携の課題としては、幼小間の交流や円滑な接続は目的ではなく手段とその成果であること

を改めて認識し、共通の理念と枠組みをもつ幼小一体的な教育課程の開発と実践を通して、学びの

発達的移行が進むことを示す必要があるだろう。 

 

３ 研究の目的と仮説 
 
本研究の目的は、私立の幼稚園と公立の小学校が、地域の人的物的環境を活かして連携し、幼稚

園５歳児から小学校２年生の幼小移行期における「探究」の自律的深化に向けて、生活の創造と交

流を通して問題解決を図り、しなやかで粘り強い思考力・対話力・実行力を育む、幼小一体的な教

育課程を開発することである。具体的には以下の４点の目的から成る。（図１参照） 

①幼稚園５歳児から小学校２年生の３年間における、「探究」を自律的に深化させる、生活経験

に基づく幼小一体的なカリキュラムを提案する。「探究」については、子どもの素朴な疑問が

「問い」や取組のめあてとなる道筋に向き合い、問題解決を連鎖させ、その過程で個別の学び

と対話的協働的な学びを融合させ、子ども自身が学びを自律的に深める活動として捉える。 

②幼小一体的なカリキュラムとして「生活ひろば」を小学校の教科、幼稚園の活動として導入し、

実践と評価を通して、教育上の意義と有効性を明らかにする。 

③「生活ひろば」において、個の学びと、同学年や異学年の仲間や地域の人々などを交えた対話

的協働的な学びとの融合を図る教育方法を提案する。 

④以上の①～③を通して、子ども自身によって学びがマネジメントされ、探究が自律的に深化し、

しなやかで粘り強い思考力・対話力・実行力が育まれることを検討する。 

以上の目的に基づき、本研究の仮説については、以下の４点を設定した。 
 

（１）仮説１ 「生活ひろば」教科･活動の導入  

幼稚園・小学校の一体的な教育課程として、〈生活発見〉〈生活探究〉〈生活交流〉から構成さ

れる教科・活動「生活ひろば」を導入し実践することによって、子ども自身の生活に基づく問題解

決を連鎖させ、探究を深化させることができる。 

 

（２）仮説２ 地域の環境や資源を活用した教育方法の工夫  

 「生活ひろば」において、幼小間で共有可能な、地域の環境や資源を幼小相互に活用することに

よって、探究の深まりをらせん的に導くことができる（表１）。 
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表１ 本研究において活用する地域の環境や資源の例 

地域の環境や資源 説 明 

丸ポスト 

小川用水 

小平糧うどん 

ぶるべー 

西武鉄道 

市民まつりなど 

小平市内に昔ながらの丸ポストが 37 本あり、都内の自治体で最も多い。 

小平には玉川上水や小川用水などの水路があり、市民に親しまれている。 

地粉を用いた小平の代表的な郷土料理で、給食でも提供される。 

小平はブルーベリー栽培発祥の地で、ぶるべーは市のキャラクターである。 

小平には西武鉄道の４路線が走る。車両や特急などに子どもたちが親しむ。 

小平にはおまつりが多い。近隣で開催され、市民が参加しやすい。 

 

（３）仮説３ 個の学びと対話的協働的な学びとの融合  

 「生活ひろば」における交流や協働、さまざまな表現と対話を通して、個の学びと、同学年や異

学年の仲間を交えた対話的協働的な学びを融合させ、探究を深化させることができる。 

 

（４）仮説４ 「探究」の自律的深化による育ち  

 「探究」を自律的に深化させることにより、事物や事象への関わり方に発達がみられ、しなやか

で粘り強い思考力・対話力・実行力が育まれる。 

  

４ 教育課程の特例 
 

小学校１～２年生において、週５時間の「生活ひろば」を教科として新設した。 

従来の教育課程のうち、以下の時数をこの新教科「生活ひろば」に充当させた。 

①生活科(週３時間)の全時数：年間第１学年 102時間、第２学年 105時間 

②図工科(週２時間)のうち週１時間：年間第１学年 34時間、第２学年 35時間 

③国語科(週９時間)のうち一部：年間第１学年 30時間、第２学年 30時間 

④音楽科(週２時間)のうち一部：年間第１学年４時間、第２学年５時間 

 以上より、新教科｢生活ひろば｣は週５時間、年間第１学年 170 時間、第２学年 175 時間とした。 

 

５ 教育課程の編成 
 

 教育課程の編成にあたり｢要素｣｢分野｣｢期｣｢テーマ｣を設定し、幼小間の学びの連続性を図った。 

 

（１）要素（コンセプト） 

 要素として、幼稚園、小学校共通で〈生活発見〉〈生活探究〉〈生活交流〉を設定した(表２)。 

①生活発見 

自らの生活を見つめ直し、気付いたことや不思議さを感じたことから、素朴な疑問を出し合い、

「知りたい」「やってみたい」問題を発見する。言い換えれば、問題を発見することを通して、自

らのふだんの生活は自明のことではなく、園・学校や地域、家庭の仕組みのなかで導かれているも

のだと、「生活」を発見することでもある。５歳児においては「なんでかな、ふしぎだな」、１年

生と２年生においては「○○ってなあに？」を導入句として、事物や事象への興味や関心、理解を

深めていく。 

②生活探究 

〈生活発見〉で見つけた問題について、解決を試みることを重ね、生活における事物や事象の仕

組みや構造について探究を深めていく。〈生活探究〉は「生活ひろば」において、問題解決過程の

中心に位置づく。５歳児においては「どうなるのかな、だからかな」、１年生と２年生においては
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「○○をしらべよう」を導入句として問題解決を促し、事物や事象の仕組みや構造をより深く探究

することを推進する。 

③生活交流 

生活の異なる場を交流させ、生活にはさまざまな局面があることや多様な価値観に基づいている

ことを理解し、刺激を受けたことを自らの生活に取り入れたり、誰かの生活に役立てようとしたり

する。〈生活交流〉には、「自らの異なる生活の場を交流させること」と、「他者の生活と自分の

生活を交流させること」の二つの側面がある。５歳児においては「やってみよう、おしえてもらお

う」、１年生においては「○○をおしえてもらおう」、２年生においては「○○をしょうかいしよ

う」を導入句として、交流を促し、探究の成果を共有することを推進する。 

 以上の〈生活発見〉〈生活探究〉〈生活交流〉は、〈生活探究〉を中心にしながら相互に関連付

けることによって、自らの生活の創造に向かう。生活のなかから生じた疑問は、生活の環境や諸資

源などを活用しながら問題解決や探究を進め、その成果を交流させて、改めて自らや社会の生活を

見つめ直す。実践においては、この循環をマネジメントすることを心がける必要があるだろう。 

 

（２）分野 

 科学的認識と社会的認識の均衡を考慮し、活動分野を設定した（表３－１～表３－３）。 

①自然 

１）植物 

 植物の観察や採集、野菜や草花の栽培を通して、植物の特徴や生育の場所や条件、植物の変化や

生長の様子について理解し、探究を深める分野である。栽培の場合、収穫やその後の取り扱い、作

物の加工、調理等を含む。幼稚園では、４歳児が大豆の栽培と収穫を、５歳児が大豆を用いた味噌

づくりを行うことを含む。小学校では、１年生が小麦の種まきと栽培を、２年生が小麦の栽培と収

穫、加工、調理等を行うことを含む。 

   ２）生き物 

季節の生き物の観察や採集、飼育を通して、その特徴、変化や成長の様子、生き物の生息状況、

飼育の条件などについて理解し、探究を深める分野である。幼児教育において飼育体験は重要であ

るが、生き物の採集に偶然性が高く、また、生き物によっては教師の介入が必要となるため、飼育

に関する探究を教育課程として計画することが難しく、「生き物」を「生活ひろば」の活動分野に

は含めない。小学校では、１年生、２年生とも「生き物」を活動分野とする。 

  ②制作 

自然や身近にあるものを利用して、特徴を捉えて工夫してつくって遊び、仕組みや機能を理解し、

探究を深める学習分野である。幼稚園、小学校に共通して設定する。 

  ③社会創造 

園内・校内の同学年や異学年の友達と交流する場を創り出したり、家庭や地域の生活に触れて生

活世界を園や学校で再現したりして、人と関わることのよさや社会生活について探究を深める学習

分野である。幼稚園、小学校に共通して設定する。 

 

（３）期 

 活動の長期的連続性と、季節の変化を考慮し、期については、幼稚園、小学校とも共通に、「春」

「夏」「秋」「冬」とした。 

 

（４）テーマ 

 本教育課程では、学習活動のまとまりについて「単元」に代わり、「テーマ」を用いることとし
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た。このカリキュラムでは、５歳児から２年生まで、学年を超えて内容の連続性と相互の関連性を

もたせていること、それは子どもにとっては過去の経験と接合させながら学びを進め、探究に至る

こと、学年に限っても学期を超えて長期的な活動となること、生活の問いに基づきゆるやかな開始

と開放的な終結となること、などから、生活経験に基づく長期に渡る教育課程として、子どもが活

動や学びの連続性を意識できるように「テーマ」を採用した。いわば、長期のテーマ学習として、

教育課程を構想した。 

 

表２ 幼小一体的な教育課程「生活ひろば」の構成 

 生活発見 生活探究 生活交流 

４歳児か 

らの接続 

・生活や遊びにおいて、興味や関心のあることと向き合い、時間をかけて活動を展開する。自らの生活

に栽培や飼育、簡単な当番活動を位置づけ、同年齢や異年齢の仲間に自分の考えを話し、仲間の意見

と交流させながら、試行錯誤と問題解決を重ねていく。 

 

５歳児 

・生活や遊びにおいて、気付いた

ことや不思議に感じたこと、関

心のあることをもちより、疑問

を出しあう。 

 

 

 

 

 なんでかな、ふしぎだな  

 

＊色はどうしてかわるのかな 

 

＊食べ物はどうしておいしくなる

のかな 

＊どんなお店があるのかな、こん

なお店があったらいいな 

・生活や遊びにおいて、仲間と

めあてを共有し、問題やうま

くいかないことについて考

えを交流させ、試行錯誤しな

がら、新たな気付きを得て、

変化を共有し、充実感を味わ

う。 

 

 どうなるのかな､だからかな  

 

＊布を染めてみよう 

 

＊大豆を畑で育てよう 

 

＊どうやったら本物らしくでき

るかな 

・家庭生活との関連を基に、生活上

の様々な工夫に触れ、関心をも

つ。 

・地域の文化や自然に出あい、興味

や関心をもって関わり、親しむ。 

・異年齢や小学生、地域の人と交流

し、刺激を受けたことを自らの

生活や遊びに取り入れる。 

 やってみよう、 

 おしえてもらおう  

＊染め物サークルに参加するおうち

の人に聞いてみよう 

＊大豆を収穫して味噌や醤油をつく

ってみよう 

＊お店をひらいてお客さんをもてな

そう 

 

１年生 

・主に学校や通学路の不思議か

ら、問題を発見する活動につな

げる。 

 

 〇〇ってなあに？  

＊｢季節｣ってなあに？ 

＊｢花のレストラン｣ってなあに？ 

＊｢腐葉土｣ってなあに？ 

＊｢小平糧うどん｣ってなあに？ 

・調査活動からできそうなこと

を取り入れ、楽しみながらト

ライ＆チャレンジする活動

を行う。 

 〇〇をしらべよう  

＊生き物を調べよう 

＊植物を調べよう 

＊動くしくみを調べよう 

＊音のしくみを調べよう 

・他者（幼稚園児や地域の人など）

と交流して、探究によって得ら

れた成果を表現し提供する活動

を行う。 

 〇〇をおしえてもらおう  

＊ヒミツを紹介しよう 

＊郵便局を紹介しよう 

＊昔遊びを紹介しよう 

 

 

２年生 

・主に通学路や遊び場の不思議

から、問題を発見する活動につ

なげる。 

 

 

 〇〇ってなあに？  

＊｢季節｣ってなあに？ 

＊｢花のレストラン｣ってなあに？ 

＊｢腐葉土｣ってなあに？ 

＊｢小平糧うどん｣ってなあに？ 

・調査活動から、自分や誰かに

とって役立ちそうなことを

取り入れ、楽しみながらトラ

イ＆チャレンジする活動を

行う。 

 〇〇をしらべよう  

＊生き物を調べよう 

＊植物を調べよう 

＊動くしくみを調べよう 

＊音のしくみを調べよう 

・〈生活探究〉によって得られた成

果を、他者（幼稚園児や地域の人

など）に表現し提供する活動を

行うとともに、交流を通して〈生

活探究〉を深める。 

 〇〇をしょうかいしよう  

＊ヒミツを紹介しよう 

＊郵便局を紹介しよう 

＊昔遊びを紹介しよう 

 

３年生 

への接続 

・｢なにこれ｣｢ふしぎ｣の感覚を

大切にし、問題発見力を育む。 

 

・社会的、理科的なものの見方

・考え方を活用して問題解決

を行う。 

・Show＆Tellや ICTなどを活用し、

表現活動を充実させる。 
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表３－１ 「生活ひろば」の年間教育課程（５歳児） 

 

 春（４～６月） 夏（７～９月） 秋（10～12月） 冬（１～３月） 

 

自 

 

然 

 

植 
 
物 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

制 

 

作 

 

 

 

 

社 

会 

創 

造 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 野菜や草花の栽培、抽出、収穫、調理  

◇グループごとに育てたい野菜を相談し、苗植えや種

まきをする。 
―――――――― 

・畑を観察し、生長における変化に気付く。〈発見〉 

・野菜や花の生長に問題があるときには、原因や対策

を考え、調べたり、予想を立てて試したり、結果を

振り返ったりする。〈探究〉 

・必要な知識や道具があるときには、家庭でも調べた

り、地域の専門家にお話を伺ったりする。〈交流〉 

 お店屋さん  

◇子どもたちの日常的な

興味から、品物を制作

し、お店を展開する。 
――――――― 

・色や形、感触、機能な

ど、そのものらしさを

捉え、素材やつくり方

を考えながら制作す

る。〈探究〉 

・実際のお店を見学し、

陳列方法や開店に必要

なものに気付く。〈交

流〉 

・お客さんを想定しなが

ら、開店準備をする。

〈探究〉 

・４歳児を迎え、お客さ

んの気持ちを理解し

て、品物の説明や販売

を行う。〈交流〉 

 味噌づくり  

◇昨年度育てた大豆を使用し、「わくわくうどん」づ

くりに向けて、味噌づくりをする。 
―――――――― 

・味噌のつくり方を調べる。〈発見〉 

・家庭や地域の方につくり方を教えてもらう。〈交流〉 

・味噌づくりを通して、実際に味噌ができていく過程

を知り、大豆からの変化を味わう。〈探究〉 

 香り・色水遊び  

◇草花や実などをすりつ

ぶし、色の出方や香り

の変化に気付き、遊び

を展開する。 
―――――― 

・草花を採取し、色の抽

出方法を模索し、色の

混ざり合いや香りの変

化に気付く。〈発見〉 

・ジュース屋や染め物な

ど、自分たちのやりた

いことが表現できる方

法を考え、くり返し試

しながら、実現する。模

様の描写や色の抽出に

ついて、試行錯誤しな

がら、イメージしたも

のに近づける。〈探究〉 

 野菜の収穫、調理  

◇収穫した野菜の食べ方を考

え、調理して味わう。 
――――――――― 

・育てた野菜の食べ方を相談

し、調理方法や必要な物を考

えたり調べたりする。〈発見〉 

・調理中の変化や、味、におい、

触感などに気付き、味わうこ

とで収穫できた喜びを感じ

る。〈発見〉 

・実際に調理してみて、うまく

いかなかったことや、さらに

やってみたいことを試す。

〈探究〉 

 子どもがつくるまち  

◇個々の制作物を注視したり、

まち全体を俯瞰したりしな

がら、興味のあるものの特徴

を捉えたり、仕組みや機能に

着目したりして、建物やまち

に必要なものを制作する。 
――――――――― 

・電車など、自分たちの興味の

あるものを図鑑で調べ、気付

きや知識を出しあいながら、

制作を行う。〈発見〉 

・実際に実物を見たり、話を聞

いたりできる場所に行き、見

識を深める。〈交流〉 

・気付いた特徴を表すために素

材や方法を工夫したり、仕組

みや機能を理解し、再現できる

ように考えたりする｡〈探究〉 

 染め物  

◇色合いや濃度を探索しなが

ら、染め物を行う。 
―――――――――――― 

・模様や色の表れ方を予想しな

がら、会食で使用するランチ

ョンマットや生活に必要な

ものをつくる。〈探究〉 

 梅っこフェスティバル  

◇仲間と相談しながら、

遊びや取組に必要なも

のをつくる。 
―――――――― 

・自分たちのやりたいこ

とが実現できるように

考える。〈探究〉 

・４歳児を招待し、お客

さんが楽しめるように

工夫する。〈交流〉 

「わくわくうどん」を

つくろう 

◇幼稚園でつくった味

噌と小学校でつくっ

たうどんを持ち寄り、

「わくわくうどん」を

つくる。 
―――――― 

・持ち寄った味噌を使っ

て、つゆを試作し、味

を決める。〈探究〉 

・幼稚園の味噌からつく

ったつゆと小学校の

うどんを合わせて、わ

くわくうどんを完成

させる。できたうどん

を味わい、気付いたこ

とを出し合う。〈探究〉 

・お世話になった地域の

人などを招いて、会食

する。〈交流〉 

｢わくわくうどん｣を 
つくって食べよう 

 白梅郵便局  

◇手紙やはがきなど郵便に必要な材料を制作し、自作のポストを介して園内で集配と販売を行う白梅郵便局を展開す

る。実際の郵便に触れたり、小学生と手紙の交流をしたりして、社会の仕組みについて理解する。 
――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

・ポストにはさまざまな形や色のポストがあり、集配の仕事があって手紙が届くことに気付く。〈発見〉 

・伝えたいことや知りたいことを手紙に書き、友達や小学生とやりとりをする。〈交流〉 

・実際の郵便で必要なきまりに気づき、郵便の仕組みを理解し、よりよいかたちで再現できるようにする。〈探究〉 

（ 

） 



－ 7 － 

表３－２ 「生活ひろば」の年間教育課程（１年生） 

 
 学校だいすき 春 学校だいすき 夏 学校だいすき 秋 学校だいすき 冬 

自 
 
 

然 

植 
 

物 

 

｢花のレストラン｣ってなあに 

◇花や野菜の栽培を通して、

特徴、育つ場所、変化や生

長の様子に気付く学習活

動。〈発見〉 

 

｢花のレストラン｣ってなあに 

◇花や野菜の栽培を通して、

特徴、育つ場所、変化や生

長の様子に気付く学習活

動。〈発見〉 

 

「腐葉土」ってなあに 

◇腐葉土づくりを通し

て、植物の特徴、育つ

場所、変化や生長の様

子に気付く学習活動。

〈発見〉 

 

｢糧うどん｣ってなあに 

◇小平市のうどん文化を

知り、小麦栽培を通し

て、特徴、育つ場所、

変化や生長の様子に気

付く学習活動。〈発見〉 

生 

き 

物 

 

春の生き物を調べよう 

◇春の生き物の観察、採集、

飼育を通して、特徴、育つ

場所、変化や成長の様子に

気付く学習活動。〈探究〉 

 

夏の生き物を調べよう 

◇夏の生き物の観察、採集、

飼育を通して、特徴、育つ

場所、変化や成長の様子に

気付く学習活動。〈探究〉 

 

秋の生き物を調べよう 

◇秋の生き物の観察、採

集、飼育を通して、特

徴、育つ場所、変化や

成長の様子に気付く学

習活動。〈探究〉 

 

冬の生き物を調べよう 

◇冬の生き物の観察、採

集、飼育を通して、特

徴、育つ場所、変化や

成長の様子に気付く学

習活動。〈探究〉 

制 
 
 

作 

 

春の植物を調べよう 

◇身近な春の植物を利用し

て染め物で遊ぶ活動を通

して、その面白さや自然の

不思議さに気付く学習活

動。〈探究〉 

 

 

夏の植物を調べよう 

◇身近な夏の植物を利用し

て染め物で遊ぶ活動を通

して、その面白さや自然の

不思議さに気付く学習活

動。〈探究〉 

 

 

動くしくみを調べよう 

◇自然や身近にある物を利

用して、工夫してつくって

遊ぶ学習活動。〈探究〉 

 

秋の植物を調べよう 

◇身近な秋の植物を利用

して染め物で遊ぶ活動

を通して、その面白さ

や自然の不思議さに気

付く学習活動。〈探究〉 

 

 

音のしくみを調べよう 

◇自然や身近にある物を

利用して、工夫してつ

くって遊ぶ学習活動。

〈探究〉 

 

冬の植物を調べよう 

◇身近な秋の植物を利用

して染め物で遊ぶ活動

を通して、その面白さ

や自然の不思議さに気

付く学習活動。〈探究〉 

社 

会 

創 

造 

 

ヒミツを紹介しよう 

◇２年生から学校の生活や

出来事を聞き、２年生や友

達と伝えあう活動を通し

て、人と関わることのよさ

や楽しさが分かる学習活

動。〈交流〉 

 

郵便局を紹介しよう 

◇小平市の丸ポストを知り、

２年生や友達と郵便遊び

を行い、伝えあう活動を通

して、人と関わることのよ

さや楽しさが分かる学習

活動。〈交流〉 

 

昔遊びを紹介しよう 

◇２年生のお祭りに参加

し、昔遊びを通して、

人と関わることのよさ

や楽しさが分かる学習

活動。〈交流〉 

 

昔遊びを紹介しよう 

◇幼稚園児を招いて、昔

遊びを紹介する活動を

通して、人と関わるこ

とのよさや楽しさが分

かる学習活動。〈交流〉 

  

花・遊・美 

おもちゃラボ 

一小祭り 一小郵便局 学校探検隊 

ガーデニング 

わくわく生き物博士 
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表３－３ 「生活ひろば」の年間教育課程（２年生） 

 
 小平だいすき 春 小平だいすき 夏 小平だいすき 秋 小平だいすき 冬 

 
 

自 
 
 

然 

植 
 

物 

 

｢バタフライガーデン｣ってなあに 

◇花や野菜の栽培を通して、

特徴、育つ場所、変化や生

長の様子に気付く学習活

動。〈発見〉 

 

「糧うどん」ってなあに 

◇小麦栽培を通して、特徴、

育つ場所、変化や生長の

様子に気付く学習活

動。〈発見〉 

 

「腐葉土」ってなあに 

◇腐葉土づくりを通して、

植物の特徴、育つ場所、

変化や生長の様子に気

付く学習活動。〈発見〉 

 

「バタフライガーデン」ってなあに 

◇花や野菜の栽培を通して、

特徴、育つ場所、変化や生

長の様子に気付く学習活

動。〈発見〉 

生 

き 

物 

 

春の生き物を調べよう 

◇春の生き物の観察、採集、

飼育を通して、特徴、育つ

場所、変化や成長の様子に

気付く学習活動。〈探究〉 

 

夏の生き物を調べよう 

◇夏の生き物の観察、採集、

飼育を通して、特徴、育

つ場所、変化や成長の様

子に気付く学習活動。

〈探究〉 

 

秋の生き物を調べよう 

◇秋の生き物の観察、採集、

飼育を通して、特徴、育

つ場所、変化や成長の様

子に気付く学習活動。

〈探究〉 

 

冬の生き物を調べよう 

◇冬の生き物の観察、採集、

飼育を通して、特徴、育つ

場所、変化や成長の様子に

気付く学習活動。〈探究〉 

制 
 
 

作 

 

春の植物を調べよう 

◇身近な春の植物を利用し

て染め物で遊ぶ活動を通

して、その面白さや自然の

不思議さに気付く学習活

動。〈探究〉 

 

 

夏の植物を調べよう 

◇身近な夏の植物を利用し

て染め物で遊ぶ活動を

通して、その面白さや自

然の不思議さに気付く

学習活動。〈探究〉 

 

 

動くしくみを調べよう 

◇自然や身近にある物を利

用して、工夫してつくっ

て遊ぶ学習活動。〈探究〉 

 

秋の植物を調べよう 

◇身近な秋の植物を利用し

て染め物で遊ぶ活動を

通して、その面白さや自

然の不思議さに気付く

学習活動。〈探究〉 

 

 

音のしくみを調べよう 

◇自然や身近にある物を利

用して、工夫してつくっ

て遊ぶ学習活動。〈探究〉 

 

冬の植物を調べよう 

◇身近な秋の植物を利用し

て染め物で遊ぶ活動を通

して、その面白さや自然の

不思議さに気付く学習活

動。〈探究〉 

社 

会 

創 

造 

 

ヒミツを紹介しよう 

◇学校の生活や出来事を１

年生や友達と伝えあう活

動を通して、人と関わるこ

とのよさや楽しさが分か

る学習活動。〈交流〉 

 

郵便局を紹介しよう 

◇１年生や友達と郵便遊び

を行い、伝えあう活動を

通して、人と関わること

のよさや楽しさが分か

る学習活動。〈交流〉 

 

昔遊びを紹介しよう 

◇１年生をお祭りに招待

し、昔遊びなどを通し

て、人と関わることのよ

さや楽しさが分かる学

習活動。〈交流〉 

 

郵便局を紹介しよう 

◇幼稚園児と郵便遊びを行

い、伝えあう活動を通し

て、人と関わることのよさ

や楽しさが分かる学習活

動。〈交流〉 

 

  

花・遊・美 

おもちゃラボ 

一小祭り 一小郵便局 学校探検隊 一小郵便局 

ガーデニング 

わくわく生き物博士 
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（５）テーマ展開と時数配分 

 各テーマを展開させる時期と時数配分（小学校）は、表４－１～表４－３に示す通りである。教

育課程では、テーマが学期を超えて長期に扱われること、学年間で関連性を持たせていること、そ

して、複数のテーマが並行して進行し、月や学期を超えて繰り返し経験すること、テーマ間の連携

があり、分野を超えて一つの経験となること、を特徴としている。 

 

表４－１ テーマ展開（５歳児）  

 春 夏 秋 冬 

４月 ５月 ６月 ７月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月 

自 

然 
 

植 

物 

 

 

 

 

 

 

 

          

制 

 

作 

 

 

 

 

          

社 

会 

創 

造 

 

 

 

 

 

          

 

表４－２ テーマ展開と時数配分（１年生、170時間） 

期 学校だいすき 春 学校だいすき夏 学校だいすき 秋 学校だいすき 冬 

月 ４月 ５月 ６月 ７月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月 

時間数 13 18 19 10 16 20 18 16 14 14 12 

自 

然 

植 

物 

           

2 4 2 2 4 4 2 4 5 2 4 

生 
き 
物 

           

4 6 2 4 4 4 2 4 4 4 4 

制 

 

作 

            

4 4 4 － 2 4 5 6 － － － 

            

－ － 7 － － 6 － － － － － 

社 

会 

創 

造 

            

3 4 4 4 2 2 2 2 － 2 4 

            

－ － － － 4 － 7 － 5 6 － 

   白梅郵便局 手紙を通しての交流・郵便ごっこ 

⑤手紙をかく ⑥はがきづくり ⑩年賀状づくり 

色水遊び 野菜や草花から色や香りを抽出する 

味噌造り・調理 

⑤味噌仕込み 

⑥味噌汁の描画 

⑨味噌汁づくり ②うどん交流 

③たらしもち 

うどんづくり 

⑤染め物 
草木染めのこいのぼり 

⑥香りづくり 

⑪子どもが 

つくるまち ②梅っこ 

フェスティバル ⑪秋祭り交流 

制 作 

⑥お店屋さん 

⑩ランチョンマットづくり 

②一小祭り交流 

花・遊・美 29 時間 

おもちゃラボ 13 時間 

学校探検隊（春・夏・秋・冬）29 時間 

一小祭り 11 時間 秋祭り 11 時間 

野菜・草花の栽培・採集 

⑤大豆種まき ⑦枝豆収穫 ⑫大豆収穫 

※丸数字：実施月 

②お仕事体験 

⑥手紙交流 

ガーデニング（花・麦・腐葉土）35 時間 

生き物博士（春・夏・秋・冬）42 時間 

（ 

） 
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表４－３ テーマ展開と時数配分（２年生、175時間） 

期 小平だいすき 春 小平だいすき夏 小平だいすき 秋 小平だいすき 冬 

月 ４月 ５月 ６月 ７月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月 

時間数 18 18 19 10 16 20 18 16 14 14 12 

自 

然 

植 

物 

           

2 4 2 2 4 4 2 4 5 2 4 

生 
き 
物 

           

4 6 2 4 4 4 2 4 4 4 4 

制 

 

作 

            

4 4 4 － 2 4 5 6 － － － 

            

－ － 7 － － － 7 － － － － 

社 

会 

創 

造 

            

8 4 2 2 2 2 2 2 － 2 4 

            

－ － 2 2 4 6 － － 5 6 － 

 

（６）横の展開と縦の展開 

実践にあたっては、教育課程における「横」の展開と、「縦」の展開の構造化を図った。 

「横」の展開とは、学年で年度を通して取り組む際の時間的展開である。例えば、５歳児の制作

分野において、春期に｢お店屋さん｣、秋期に｢子どもがつくるまち｣、冬期に｢梅っこフェスティバ

ル｣というテーマがある（図２）。｢お店屋さん｣では、かけもち可能な緩やかな小集団に参加し、

｢商品｣制作と店づくりで協働し、工夫をこらす。その際、子どもたちの主眼は、いかによくつくる

か、よく売るか、という店主の立場にある。それが秋期の｢子どもがつくるまち｣では、｢わが家｣の

制作に留まらず、｢まち｣を俯瞰して、商店や公園、幼稚園、高尾山など自らの生活で体験した場所

を配置し、道を走らす。それぞれの場所には、手のひらサイズの自作の｢人｣が出入りし、そこでは

虫瞰的な遊びが展開される。冬季の｢梅っこフェスティバル｣では、４歳児が何をしてもらえば喜ぶ

か、という客の目線にたって、出店やアトラクションの準備を行っている。 

このように、長期的に取り組むテーマを年間にいくつか展開させることで、制作の技術のみなら

ず、子どもの社会を自ら創造するための探究を深めている。 

 

 春 夏 秋 冬 

４月 ５月 ６月 ７月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月 

制 

作 

 

 

 

          

社 

会 

創 

造 

 

 

 

 

          

図２ ５歳児の制作分野における「横」の展開と「縦」の展開 
  

一小祭り 11 時間 一小郵便局 14 時間 

花・遊・美 29 時間 

おもちゃラボ 14 時間 

学校探検隊（春・夏・秋・冬）30 時間 

ガーデニング（花・麦・腐葉土）35 時間 

生き物博士（春・夏・秋・冬）42 時間 

制 作 

②一小祭り 

交流 

⑥お店屋

さん 

⑪子どもが 

つくるまち 

②梅っこ 

フェスティバル 

⑪秋祭り 

交流 
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「縦」の展開とは、一つには、異学年による間接的直接的な交流によるもので、交流によって刺

激を受け、新たな視点や方策を持ち帰り、それをその後の活動に活かすような展開である。例えば、

前掲の５歳児の制作では、６月にお店屋さん、11月に子どもがつくるまち、２月に梅っこフェステ

ィバルと「横」展開としている。第２年次では、11月に１年生による「秋祭り」で、２月には２年

生による「一小祭り」で小学生と交流を行った。つまり、「縦」の展開としては、表２に示すよう

に、５歳児は自分たちで「子どもがつくるまち」の経験をベースに、１年生と秋祭りで交流して、

人を楽しませる工夫などそこでの刺激を持ち帰り、３学期の梅っこフェスティバルの計画に臨んだ。

そして、梅っこフェスティバルの準備が始まった頃、２年生と交流し、こまやかな配慮あふれるホ

スピタリティを持ち帰り、今度は、４歳児に向けて、自分たちがそれを実施しようとしていた。 

二つには、学年進行による経験の深化や多様化などを指し、５歳児から２年生の３年間において、

関与の仕方を変えながら共通の題材に関わる展開を指す。以下の｢わくわくうどんをつくって食べ

よう」の例は、それぞれの学年での子どもなりの取組や活動に基づき、お互いに学びをもち寄って、

うどんという一品をつくりあげ交流するものである。すなわち、幼児は４歳児で枝豆を栽培し大豆

を収穫し、５歳児で味噌をつくり、汁を調理し、１年生は麦をまき栽培し、２年生で収穫し粉を挽

いてうどんをつくり、持ち寄って一つのごちそうとし、共食するものである。小平には伝統食とし

て糧うどんがあり、土地柄、水田ではなく畑での作物栽培が中心であったことから、この一連の活

動を考案している。 

第３年次では、２年生は 12 月に自分たちでうどんづくりを体験し、１月に５歳児を迎えて「わ

くわくうどん」の交流を行った。５歳児は自らつくった味噌を持ち込み、２年生はうどんづくりを

指南するなど、これまでの学びを交流させ、共に小平の郷土料理「糧うどん」をつくり、共におい

しい一杯を堪能した。 

なお、本研究開発において「「わくわくうどん」をつくって食べよう」という活動は象徴的な実

践になると考えている。個の問いや課題を他者に拓き、他者との対話や協働から生まれるアイデア

や課題を活動において再度試し、さらにその成果が協働にもち込まれる。この循環的な過程におい

て、個の学びと対話的協働的な学びが融合され、その子なりの学びとなるだろう。 

 

◇活動例「わくわくうどんをつくって食べよう」 

 小学生は小麦を種から栽培、収穫し、製粉してうどんをつくる。４歳児で大豆を栽培、収穫し、

５歳児で味噌や醤油をつくる。小学生はうどんを、５歳児はつゆをつくって持ち寄り、うどんを

味わう。おいしいうどんになるのかどうか、わくわくしながら栽培や調理を行い、その成果を楽

しむ。 

＊１年生 

・給食に小平糧うどんが出されたことをきっかけに、色や食感、味わい方などの特徴に疑問を

もつ。小平糧うどんのひみつを保存普及会の人や地域のうどんづくり名人に教えてもらう。 

・うどんが小麦粉からできていることを知る。自分たちでうどんをつくりたいと願い、そのた

めに、秋に小麦の種をまき、栽培する。よく育つにはたい肥や腐葉土などが必要であること

を知り、学校の落ち葉などを利用して自分たちで腐葉土をつくる。 

＊２年生 

 ・自分たちで栽培した小麦を１学期の中頃に収穫する。腐葉土は幼稚園児や他学年、地域の人

にも配布して役立ててもらう。小麦粉への加工の仕方を教えてもらい、脱穀して石臼で製粉

する。小平の昔の暮らしに触れる。 

 ・おいしいうどんのつくり方を、うどんづくり名人に教えてもらう。１年生にも協力してもら

い、うどんづくりに挑戦する。 

＊５歳児 

 ・食べ物のおいしさのひみつに関心をもち、味噌や醤油などの調味料の役割を知る。味噌や醤

油の原材料が大豆であることを知り、本当に味噌や醤油になるのか、大豆を育てて試してみ
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ることにする。大豆の種まきと栽培は４歳児との交流活動で行う。 

 ・大豆の栽培の過程で、枝豆を収穫して食べ、枝豆と大豆の関係を知る。 

 ・地域の味噌づくり名人に、味噌や醤油のつくり方を教わり、自分たちで仕込む。約半年後に

できあがる。 

＊交流 

 ・小学生はうどんを、５歳児は味噌や醤油を持ち寄り、「わくわくうどん」を完成させる。お

世話になった地域の人たちも交えて、おいしくいただく。 

 

 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月 

４歳児  

土整備 

大豆の 

苗植え 

 枝豆の

収穫と

試食 

大豆の 

乾燥 

 

  
大豆の 

収穫 
 

 
 

５歳児 
 味噌の

仕込み 
 

 

   
味噌 

完成 

うどん

つゆ 

試作 

 

  

１年生        
ムギの 

種まき 

畑への 

植替え 
  

ムギ 

踏み 

２年生  

 
ムギの 

収穫 
乾燥 

 

  製粉 
うどん 

試作 
   

図３ 「わくわくうどんをつくって食べよう」における「縦」の展開 

 

６ 学習環境と評価の工夫 

 

（１）生活ひろばの教室 ―― 子ども一人一人の探究を促す学習環境づくり（小学校） 

生活ひろばの学びを授業時間外でも自由に行える場を提供すること、子どもの探究心、創造性、

表現力を育むこと、異学年交流や地域との交流の場とすることを目的に、「生活ひろばの教室」を

設置した。幼稚園に似たような環境があり、環境や学びの連続性を保障し、子どもの主体的な学び

を促進する場として計画された（p.24参照）。 

 生活ひろばの教室は｢はてなコーナー（廊下）｣｢はてなコーナー（教室）｣｢わくわくほんだな｣｢お

宝コーナー｣｢季節のコーナー｣の五つのコーナーから構成される。休み時間等の授業時間外も利用

可能であり、廃材や材料を自由に使い、制作や遊びに取り組むことが可能である。授業時間内に終

わらなかった探究を続けることも可能である。教師やボランティアスタッフがサポートを行う。 

子どもは授業で学んだことを活かし制作や遊びに取り組んだり、友達と協力して作品を作り、遊

び方を工夫したりしていた。また、異学年の子どもと交流し、教え合い、学び合う様子が見られた。 

 

（２）創造性を促進するルーブリックの可能性（小学校） 

①ルーブリックの提示のタイミング 

ルーブリックは評価の透明性を高めるツールである。評価の観点を明示することで、学習者が目

標目標を理解しやすくなり、学習の見通しをもつことができる。一方で、評価基準を明確にするこ

とが、学びの自由度や創造性を制限するのではないかという指摘もある。特に、予め決められた観

点に従って学習を進めることが、子どもの主体的な発想を狭める可能性があると考えられている。 

本研究では、ルーブリックを学習の終末の評価として提示するだけでなく、テーマの開始直後や

授業の初めに提示する学習ツールとして活用することで、子どもの主体性や創造性を促進する可能

性を検討している。学習の初めにルーブリックを提示することで、子どもは「1 学習の見通しをも

つこと」「2 目標を意識して活動すること」「3 自分の学びを振り返ること」がしやすくなる。こ

世話 
観察 観 察 

観 察 

世話・観察 観 察 

世話 
観察 

わ
く
わ
く
う
ど
ん
交
流
会 
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のように、ルーブリックは単なる評価観点ではなく、学習の方向を示す道具として機能する。 

②局面の限定 

ルーブリックはテーマ全体ではなく、小テーマや特定の技能に焦点を当てることで、子どもが目

標を具体的に理解しやすくなる。 

③可測性の確保  

評価項目は、子ども自身が達成度を判断できるよう、可測性を確保することが重要である。「数

値化できる」「行動として観察できる」といった点に留意し、具体的な行動として示すことが望ま

しい。 

④子どもの目線での設計 

ルーブリックは、以下の６点に留意して設計することが肝要である。 

すなわち、「分かりやすい言葉や絵による表現」「子ども自身の項目への納得の得やすさ」など

により目標についての理解を促すこと、「『自分にもできそうだ』という感覚の得やすさ」「驚き

や楽しさを生む『wow!』的なカテゴリーの利用」などにより学習への意欲を高められること、「空

欄の設定を通した、子どもと共に完成させる余地」や「個々の学びに応じる柔軟性の確保」など子

ども自身による学びへの気付きを促すことである。 

⑤その子だけのルーブリック 

 記述式の項目を設けることで、同じ課題であっても、異なる目標や成功観点を設定することが

きるようにする。これにより、子ども自身が評価の過程に主体的に関与できる。さらに、１年生

は学びの視点を中心としたシンプルなルーブリックとし、２年生は記述欄を増やして「その子だ

けのルーブリック」にするなど、学年に応じてルーブリックの活用を段階的に発展させ、子ども

が評価に関わる度合いを高めていくことを行っている。 

 

（３）探究ドキュメンテーション（幼稚園） 

 本研究開発では、園児の探究の過程について、自由遊びにおける個別の遊びの様子と、同年齢で

の協働や異年齢での協働、クラスタイムへの参加など、一連の取組を記録し、子どもの「探究」と

いう事象をくみとる「探究ドキュメンテーション」を作成している（p.23参照）。 

探究ドキュメンテーションの作成は、子どもが対象とどのように向き合い、何を感じ、どのよう

に考えたのかを可視化していく試みであり、子どもの探究や保育に関する評価を示すものである。 

探究ドキュメンテーションは、それをもとに保育者間で保育の実際を振り返り、それまでの取組

の事実や子どもの探究に関する評価を共有する。園内の保育カンファレンスにおいて、テーマや取

組の変遷をどう捉えるか、問題解決はどのように連鎖しているか、学びの個性化がどのように表れ

ているか、個別最適な学びと協働的な学びはどのように融合されているか、などを検討し、カリキ

ュラム・マネジメントを行う。 
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７ 「生活ひろば」の実践 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

「どんどん大きくなるね！！」         「そろそろ麦踏みをするかな～」 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「大きく育ってね！！」            「強い小麦になってね～」 

ガーデニング(冬)「糧うどんってなあに」 

自然(栽培) 

１年生  植えた小麦を観察しよう 

１年生が 11 月に小麦の種を蒔きました。小麦は何になるのかを知ると、驚く１年生。大きく育

つことを楽しみに、タブレットで写真を撮り、小麦の成長をスライドにまとめています。 

育っている麦を踏むことを聞くと「え～！！踏んで大丈夫なの？」と心配する１年生。踏むこと

で茎を強くし、根がしっかりと張っていくことを教わると、「大きくな～れ」と言いながら、麦を

踏んでいました。 

１年生  麦踏みをしよう 
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小麦からうどんへ 

栽培と食 

2年生 11月 脱穀作業 

「わりばしを使うと簡単！」           「たくさん採れるね！」 
 

 

「すりばちに小麦を入れて、棒でまわすと、粉になっていくよ！」 

 

「とっても硬くて、潰すのが大変でしたが、楽しかったです！」 
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2年生１２月 うどん作り体験会 

「うどん名人の小野さんに教わろう！」     「こね方にもコツが必要です！！」 

 

 

「頑張って踏むとこしがでるよ！」     「切る作業は一番、ドキドキしたよ！」 

 

 

 

「みんなで頑張って作ったうどんは最高においしかったです！」 

「次は、この生地に幼稚園で作った味噌も加えて、もっとおいしく一緒に作るぞ！」 
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小麦と味噌で「うどんづくり」 

栽培と食 

小麦と味噌を合わせて 
うどんをつくる 

２月、小学校を幼児が訪問し、２年生が栽培・収穫した小麦から作った小麦粉と、５歳児が栽培・

収穫した大豆で仕込んだ味噌を持ち寄り、一緒にうどんづくりを行いました。 

学びを共有する 

体育館に集まると、７、８人のグループに分かれて自己紹介をしまし

た。そこから小学生は小麦や糧うどんについて、園児は大豆や味噌につ

いて、学んだことを発表しました。 

２年生がスライドで小麦と糧うどんについて発表 ５歳児が紙芝居で大豆と味噌について発表 

うどんづくりでは、２年生があらかじめ用意した生地に味噌を練り

込み、生地を踏む作業を一緒に行いました。園児が作業しやすいよう

に、２年生が説明したり、手本を見せたり、生地の入ったボウルや袋を

押さえたりして優しくフォローしてくれる姿もあり、うどんづくりが

進んでいきました。 

生地に味噌を入れる 練り込む 

生地を踏む 

５歳児の手助けをする２年生 
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職人の技を見る 

手作りうどんを味わう 

生地が出来上がったあとは、うどんづくりを教えてくださった地域の

職人さんに、生地の延ばし方や切り方を実際に見せてもらいました。 

味噌を溶いて汁をつくり、糧とな

る野菜を添えて、完成した糧うどん

を一緒に味わいました。 

子どもたちの感想  

・うどんと味噌が合体しておいしかった   ・味噌の作り方を発表するのが楽しかった 

・麺がもちもちでおいしかった       ・めんとつゆがおいしかった 

・足で踏むのが楽しかった         ・一緒に作るのが楽しかった 

・にんじんとか糧がおいしかった              

２年生 

糧となる野菜を添える 

味噌を溶く 

職人さんがうどんを切る 

映像で共有しながら見る 

食べ終わったあとに感想を発表したい人を募ると、多くの人が並びました。 

いただきます！ 

５歳児 
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うどん交流での発表 ①小麦のスライド 

栽培と食 

５歳児 発表  
大豆の紙芝居 

２月のうどんづくりの発表で、２年生は、小麦の成長や脱穀からう

どん粉になるまでの過程について紹介をしました。写真を活用しなが

ら種の特徴や発芽の様子、麦踏み、成長の過程、開花、黄金色に実る

様子、脱穀の過程などをスライドで提示した。さらに、脱穀した麦が

うどんの粉になることについても紹介し、栽培から食へとつながる一

連の学びを共有した。 
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うどん交流での発表 ②大豆の紙芝居 

栽培と食 

５歳児 発表  
大豆の紙芝居 

①たねをぷらんたーにい

れました。それはだいず

のたねです。 

②たねからめがでました。

みずをあげました。まい

にちみずをあげるのはた

いへんでした。 

③むしがうじゃうじゃい

てこまりました。むしは

はっぱとかえだまめの

なかをたべました。 

④やがてえだまめのみがで

きました。てらすでかん

そうさせてちゃいろのだ

いずになりました。 

⑤だいずをおなべのなかにいれ

てゆでました。そのだいずを

ふくろのなかにいれてつぶし

ました。 

⑦だいずとしおこうじをまるめて

みそだまをつくりました。 

⑧みそだまをいれものにいれてくら

いところで５がつから 11 がつま

でおきました。みそができました。 

２月のうどんづくりの発表で、５歳児は、枝豆を栽培して大豆に

なる過程で気づいたことや、味噌の作り方を紹介しました。 

⑥しおこうじをばらばらにして

だいずとまぜました。 
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白梅郵便局 

郵 便 

５歳児 ５月上旬 

ポストの設置 

前年度の５歳児がしていた郵便ごっこでの交流経験を土台に、保育者からポストの制作を提案し、

今年度の白梅郵便局が始まりました。 

５歳児 ５月中旬 

販売のはじまり 

園内の門付近と３歳児、４歳児の保育室付近にポストを２つ用意し、 

誰でも投函できるようにと「誰でもポスト」が設置されました。 

昨年度の５歳児の保育室でハガキを購入した経験のある４歳児が、 

突然ハガキを買いに来ました。今年度はそれまでハガキの販売はして

いませんでしたが、ハガキや切手をつくっている子はいたので、それ

を販売することになりました。 

つくっていたハガキや切手 

切手制作が楽しくなり、売ることを意識しながら様々

なデザインでつくっていくようになりました。しかし、

販売を続けると「誰も買いにきてくれない」という状況

に直面します。そこで５歳児が考えたのは、自分たちの

クラスでお客さんを待つのではなく、３歳児、４歳児の

保育室の近くで販売を行う「移動販売」です。 

 

即席の販売カウンターを 

設営する 

多くのお客さんが来て、 

あっという間に完売する 

 

誰でもポストの設置 

盛り上がりが落ち着

き、配達したいのに投

函されない！ 

 

設置当初は大量の投函が
あり、集配や配達を楽しむ 

購入されたハガキが投函され

ることで、再び「集配・配達」の

仕事が動き出し、意欲的に取り

組んでいました。 

５歳児 ６月 

移動販売へ 

「ハガキください」 販売する面白さに気付く 
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手紙を通して交流する 

郵 便 

５歳児  ６月  
本物の手紙を書こう 

５歳児が取り組んでいた野菜の栽培では、葉が虫に食べられている様子を見て、子どもたちなりに対策を考

えていました。そんな折に研究開発の会議の場で、「小学２年生が栽培のなかで虫よけスプレーを自作して使用

したところ効果があった」という話を保育者が聞きました。その話を園児にも伝えると、小学生に手紙を書い

て虫よけスプレーの作り方を教えてもらおうと動き出しました。 

５歳児  ６月  
戻ってきた手紙 

５歳児  ７月  
小学生とのやりとり 

郵便あそびを楽しんできた２人が

立候補し、自作のハガキに文を書いて

いきますが、予想以上に自由な形式で

書いていました。 

保育者はそのまま投函するか悩ん

だものの、宛先不明で戻ってくる可能

性があるように、幼稚園の封筒に入れ

て出すことにしました。 ５歳児が書いた手紙と封筒 

数日後、宛先不明で戻ってくるだろうと予想していたハガキは、幼稚園宛と

して配達されてきました。そこで、「なんで戻ってきたのか」を子どもたちと

話し合いましたが、なかなか芯をつく観点は出てきません。そこで、家庭にも

協力をお願いすると、いくつかのアドバイスが持ち込まれました。 

子どもから出てきた意見  
 
・郵便番号が書いてない 

・「～へ」がない 

・子どもが書いたから 

・切手が 2 個貼ってある 

から（担任が間違えた） 

・届けてくださいって、書

いてない 

・「２」と「１」が書いてある

から 

・文字が読めなかったん

じゃないか 

アドバイスをもとに、５人の子が２回目のハガキを書く 

家庭からのアドバイス  

・名前が違う  ・郵便番号、住所がない  ・学校名がない 

５通のハガキのうち、４通が小学校に届き、表明に宛名と本文、裏に住所

を書いたハガキのみが行方不明となりました。ハガキには小学生に聞きたい

ことをそれぞれ書いていたので、その返信が後日、小学生から届きました。 

園児からの手紙① 

住所がなく

表面に用件

などが記載

されている 

宛名が不完

全で、名前

も違ってい

る 

小学生からの手紙① 園児からの手紙② 小学生からの手紙② 
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《取組の概要》 

プレイデーの年長独自種目として、「棒とり勝負」を保育者から提案した。 

ルール…各クラスの生活グループで４本ずつ「棒」を作り、グラウンドの中心に並べる。各クラス向かい合

い、合図で棒を取りに行き、自分のクラスの陣地に入れる。陣地に入れた棒について、「①総数 ②総重量 ③

全てを繋げた長さ」の３部門で勝負する。棒の長さはラップの芯の長さ以上とし、一度に持ち運べる棒の数は

一本までとする。 

棒の作り方はクラスごとに特徴が見られ、たか１組は長さを重視したもの、たか２組は重さを重視したも

のが多く作られた。紙管や空き箱をベースに水や砂、石、湿らせた砂、ペットボトルに入れた水など、棒がよ

り重くなるような素材を見つけ、仲間とアイデアを出し合いながら作っていく姿が見られた。棒の重さにつ

いてはあらかじめ子どもと一緒に秤を使って重さを調べ、棒に記した。各クラスで棒の準備が出来上がった

頃、園庭にて初めての対戦を行った。 

EP１ 棒の選び方が変わる ９月 生活発見・生活交流 

競技を始めて間もない頃は、目についた棒に向かって一直線に走り、自分

のクラスの陣地に運ぶとまた次の棒へとすぐに手を出していく姿が多く見

られた。何回か勝負をしていくうちに、「長さ」勝負の前にはクラスの仲間

と「あの棒を最初に一緒に運ぼう」と話し合うなど、特定の棒を狙っていく

姿になってきた。他と比べて特に長い棒、重い棒は子どもが数人集まっての

引っ張り合いに発展することも増え、その時々の勝負内容に応じた棒をなん

としてでも取りたいという気持ちが感じられた。 

また、「長さ」と「重さ」の勝負では全ての棒が各クラスの陣地に運ばれ

るまでの時間が勝負の回数を重ねるごとに伸びていった。棒が並ぶ場所に来ると、棒を手にするまでに少

し悩むような姿が見られたことから、どの棒を選べば勝てるかを考えていたのだろうと思われる。 

EP２ 平等性を考える ９月 生活発見・生活交流 

たか２組に総数の勝負で負けてから、次の勝負に移る際に、たか１組のＳ

児とＦ児が２人で怪訝そうな顔をしながら話し合っていた。保育者が「何か

あった？」と尋ねると、「あの棒が、たか２の方に近いんだよね」「すぐ取ら

れちゃうからずるい」とのことだった。確かに、１つの棒が中心線からやや

外れて、たか２組の近くに置かれていた。 

２人の意見をその場で２クラスに共有し、勝負が始まる前の棒の置き方を

どうすれば良いか投げかけると「真ん中に揃える」との声が出てきた。それ

まで保育者たちがおおよそ中心に集まるように棒を並べていたが、以降子ど

もたち自身が１本ずつ棒の中心をグラウンドの中心線に合わせることとなった。 

 勝負に負けると、何か有利な点が相手にあるのではないかと考えるようで、「中心線までの距離がたか２

組の方が近いのではないか」といった意見も出てきていた。 

EP３ より長くなる方法を考える ９月 生活発見・生活交流 

長さ勝負では、規定の線を出発点に各クラスが取った棒を子どもたち自身で全て繋

げていく。競技を始めた当初は棒を並べること自体に意識が向いていたが、回数を重

ねるにつれ相手のクラスの棒がどこまで伸びてくるのか自分のクラスと比較しなが

ら勝負の行方を楽しむ余裕が出てきた。 

真っ直ぐに棒を繋げていくたか２組と比べ、たか１組は一人ひとりが好きなように

棒を繋げていくことでぐにゃぐにゃと全体が曲がっていた。たか１組が勝負に負けた

際、保育者が「たか２組は真っ直ぐ繋げているね」と話したこともあり、Ａ児が「真

っ直ぐ並べないと負けるぞー！」とクラスに呼びかける中、棒が真っ直ぐに繋がるよ

う地道に並べ直したり子ども同士で「そこが曲がっているよ」と声をかけ合ったりす

る姿が見られていった。 
 
《保育者の考察》 

 子どもたちの姿の変化から、勝負を重ねるごとに競技内容についての理解が深まっていったことを感じる。

そうした一人ひとりの変化が、同じ目的に向かって仲間と力を合わせていくことにも繋がっていったと考え

られる。ただ、EP３では全体を俯瞰して見る必要があり子どもにより理解度にかなり差があっただろう。重さ

勝負ではあらかじめ棒に記した重さを保育者が電卓で足していく必要があり子ども自身の実感が伴いにくく、

そもそも５歳児にとって「重さの総量」という感覚は高度だったことが考えられる。棒の長さが２メートルを

超えるものがあり、安全面の観点から自由遊びの時間に子どもが自ら道具を取り出して遊べる環境をつくる

ことができなかったことも反省として挙げられる。 

５歳児事例「棒取り勝負」 

探究ドキュメンテーション 

幼稚園 
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①はてなコーナー（廊下） 

⑤
季
節
の
コ
ー
ナ
ー
（
秋
、
冬
） 

④お宝コーナー 

➁わくわくほんだな 

③
は
て
な
コ
ー
ナ
ー 

（
教
室
） 

⑤季節のコーナー（春、夏） 

児童の「○〇ってなんだ

ろう」を引き出し、自分で

調べたり学んだりするこ

とができるように、イラス

ト、写真、ＱＲコード、触

れる自然物記録カードを

掲示している。 

それぞれで遊ぶだけでなく、それらを自由

に組み合わせて遊ぶことで、新しい発見を促

している。 

日々の授業・休み時間・遊びの時間を過ご

す学校活動の場で、児童の興味・関心に応じ

た環境作りを、幼稚園の様式から取り入れ

た。 

季節やその時

の学習に合った

本、図鑑を常設

して、自由に見

られるようにし

た。 

小麦の種、苗などを

顕微鏡で観察できる場

所を設けている。 

自然の不思議さに触

れ「もっと○○したい」

と探究する姿勢を育て

る効果があった。 

児童の「季節ってな

んだろう」を引き出す

ため、イラスト、写真、

季節に関する教科書の

資料やＱＲコードを掲

示している。自分から、

タブレットで調べた

り、学んだりするよう

になる効果があった。 

廊下 

１－１教室 

①はてなコーナー（廊下） 

 

②わくわくほんだな 

 

③はてなコーナー 
（教室） 

 

④お宝コーナー（工作道具、廃材など） ⑤季節のコーナー 

机 

「生活ひろば」の教室は、作品展示や装飾だけではなく児童の興味を引き出すきっかけとなる。
自分の思いを表現したり、物の働きや仕組みを追究したりできるように環境を設定している。 

生活ひろばの教室 

学習環境 

小学校 


